
骨
髄
移
植
と
は

　

骨
髄
は
骨
の
内
部
に
あ
る
ス
ポ
ン

ジ
状
の
組
織
で
、
そ
の
中
に
多
く
の

造
血
幹
細
胞
（
白
血
球
・
赤
血
球
・

血
小
板
の
も
と
に
な
る
細
胞
）
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
髄
移
植
は
ド
ナ
ー
に
全
身
麻
酔

を
し
て
注
射
器
で
骨
髄
液
を
吸
収
し
、

採
取
し
た
骨
髄
液
を
患
者
の
静
脈
へ

点
滴
で
注
入
す
る
治
療
法
で
す
。

移
植
が
対
象
に
な
る
主
な
病
気

　

体
内
を
循
環
す
る
血
液
に
は
、
全

身
に
酸
素
や
栄
養
素
を
運
ん
だ
り
、

老
廃
物
を
体
か
ら
排
出
し
た
り
、
出

血
を
止
め
た
り
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

感
染
を
防
御
し
た
り
す
る
な
ど
、
私

た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
正
常
な
血
液
が
作
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
、
白
血
病

や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
血
液
疾

患
で
す
。

ド
ナ
ー
の
数
は
足
り
な
い
の
？

　

赤
血
球
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｏ
・
AB
の
血

液
型
が
あ
る
よ
う
に
、
白
血
球
に
も

型
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｌ
Ａ
型
は
、
ヒ
ト
白
血
球
抗
原

の
略
で
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
数
万

通
り
あ
り
ま
す
。
兄
弟
姉
妹
間
で
も

4
分
の
1
の
確
立
、
親
子
で
は
ま
れ

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

に
し
か
一
致
せ
ず
、
血
が
つ
な
が
っ

て
い
な
い
非
血
縁
者
（
他
人
）
間
で

は
、
数
百
～
数
万
分
の
1
の
確
率
で

し
か
一
致
し
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
１
人
で
も
多
く
の
ド

ナ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

骨
髄
採
取
の
費
用
と
方
法

検
査
や
採
取
の
費
用

　

骨
髄
提
供
の
た
め
の
検
査
費
用
や

入
院
費
な
ど
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
ド
ナ
ー
登
録
手
続
き
の
際

の
交
通
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

骨
髄
採
取
は
腰
の
骨
か
ら

　

骨
髄
液
は
骨
盤
を
形
成
す
る
大
き

な
骨
（
腸
骨
）
に
専
用
の
針
を
刺
し

て
吸
引
さ
れ
ま
す
。
採
取
さ
れ
る
量

は
通
常
４
０
０
～
１
２
０
０
ml
で
、

骨髄バンクは、白血病をはじめとする血液疾患
のため「骨髄移植」が必要な患者と、それを提供
するドナーをつなぐ公的事業です。

患
者
の
体
重
に
応
じ
て
採
取
量
が
決

ま
り
ま
す
。

　

骨
髄
採
取
の
多
く
は
全
身
麻
酔
で

行
わ
れ
、
所
要
時
間
は
１
～
３
時
間

で
す
。

採
取
後
の
経
過

　

ド
ナ
ー
は
採
取
後
、
通
常
２
～
３

日
で
退
院
し
、
多
く
の
人
は
す
ぐ
に

日
常
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
査
や
骨
髄
採
取
か
ら
、
退
院
後
ま

で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
電
話
で
健

康
状
態
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
続
け

ま
す
。

　

骨
髄
採
取
に
よ
り
、
痛
み
や
発
熱

な
ど
の
諸
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
通
常
は
速
や
か
に
回
復
し

ま
す
。
し
ば
ら
く
の
間
、
針
を
刺
し

た
個
所
は
清
潔
に
保
ち
、
過
度
の
運

動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

●�年齢が18歳以上、54歳以下
で健康な人

●�体重が男性45kg 以上、女性
40kg以上の人

●�骨髄の提供の内容を十分に
理解している人

※�適合検索が開始されるのは20歳
からです。

※�ドナー登録後の健康状態によって
は、コーディネートを進めること
ができないこともあります。

※�骨髄・末梢血幹細胞の提供にあ
たっては家族の同意が必要です。

※�腰の手術を受けたことがある人
は骨髄提供はできません。
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３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

安や
す

岡お
か

元げ
ん

太た　
（
○菊  

北
宮
）

髙た
か

木き

咲さ

菜な　
（
○菊  

花
房
台
）

米よ
ね

光み
つ

優ゆ

奈な　
（
○菊  

上
町
）

小こ

柳や
な
ぎ

希き

心こ　
（
○菊  

高
野
瀬
）

松ま
つ

下し
た

優ゆ
う

歩あ　
（
○菊  

亘
）

山や
ま

内う
ち

咲さ

季き　
（
○菊  

立
石
）

下し
も

川か
わ

笑え
み

奈な　
（
○菊  

立
石
）

町ま
ち

村む
ら

篤あ
つ

人と　
（
○菊  

北
原
）

坂さ
か

井い

斗と

夢う
む　

（
○七  

上
橋
田
）

角つ
の

田だ

琉る

生い　
（
○七  

間
所
）

上う
え

野の

心し
ん

暉き　
（
○旭  

平
）

清し

水み
ず

咲さ

来き　
（
○旭  

伊
坂
）

岩い
わ

根ね

は
る　
（
○旭  

岩
本
）

木き

村む
ら

璃り

奈な　
（
○泗  

富
の
原
一
）

嶋し
ま

本も
と

悠ゆ
う

人と　
（
○泗  

永
出
分
）

水み
ず

上か
み

凛り
ん

香か　
（
○泗  

富
の
原
台
）

斉さ
い

藤と
う

虎こ

太た

朗ろ
う

（
○泗  

富
の
原
北
）

山や
ま

口ぐ
ち　

春ひ
な
た　

（
○泗  

村
吉
）

三み

浦う
ら

結ゆ
う

陽ひ　
（
○泗  

高
江
出
分
）

岩い
わ

根ね

瑠る

亜あ　
（
○泗  

富
の
原
西
）

塚つ
か

本も
と

莉り

彩さ　
（
○泗  

田
吹
）

山や
ま

下し
た

晏あ
ん

奈な　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

林は
や
し　

桜お
う

空す
け　

（
○泗  

村
吉
）

上う
え

田だ

遥は
る

子こ　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

大お
お

里さ
と

未み

来く　
（
○泗  

福
本
一
）

❶�

む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
磨
き

❷�

甘
い
も
の
を
減
ら
し
た
お
や
つ
の

工
夫

❸�

歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期

的
な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を

予
防
す
る
た
め
に
は

と　

き　

10
月
10
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

午
後
０
時
15
分
～
４
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
役
所

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
服
用
中
で
も
献
血
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医
師
が
判

命
を
つ
な
ぐ
、
大
き
な
希
望

　

日
本
の
骨
髄
バ
ン
ク
で
骨
髄
移
植

や
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す

る
患
者
は
、
毎
年
約
２
千
人
以
上
い

ま
す
。

　

ド
ナ
ー
を
待
つ
患
者
に
と
っ
て
、

皆
さ
ん
の
登
録
が
大
き
な
希
望
に
な

り
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
の
窓
口

●
日
赤
プ
ラ
ザ
献
血
ル
ー
ム

熊
本
市
東
区
長
嶺
南
２‐
１‐
１

☎
０
９
６（
３
８
４
）６
７
２
７

●
下
通
り
献
血
ル
ー
ム
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ａ

熊
本
市
中
央
区
下
通
１‐３‐８ 

下

通
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
５
階

☎
０
９
６（
３
２
５
）９
２
１
８

　

特
定
の
病
歴
の
あ
る
人
な
ど
、
登

録
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
骨
髄
バ
ン
ク

☎
０
３（
５
２
８
０
）１
７
８
９

※
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
専
用

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

８
月
１
日・
29
日
の
歯
科
健
診
で
、
む
し
歯
が
な

か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

 

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
本

人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
献

血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　今回のいきいきトレ活セミナーでは、安全で効果的な走り方、歩き方に
ついて紹介します! ダイエットや血糖値や脂質異常症の改善などの目的で
注目が集まっているジョギングやウォーキング。しかし、場合によっては膝
や腰を痛めてしまうことがあります。
　元実業団ランナーや健康運動指導士、フルマラソン経験者が、正しい
フォームや個人に合ったペースでジョギングやウォーキングに取り組める
方法を紹介します。

【問い合わせ先 】 菊池養生園保健組合 ☎0968（38）2820 担当：田
た

中
なか

・木
こ

庭
ば

10月31日㈬ 午後7時～（受付：午後6時30分～）と　き
七城リバーサイドパーク多目的ホールとその周辺ところ
無 料参加費
市内在住で、健康づくりに興味のある人対　象
健康推進課、各支所市民生活課または菊池養生園にある申込用紙に
記入して申し込んでください。後日、詳しいご案内を送ります。

※平成30年度菊池市国民健康保険特定保健指導の対象になった人を優先します。

申込方法

30人定　員
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